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発行：丸山小学校・沼袋小学校統合委員会 

 

 このニュースは、「丸山小学校・沼袋小学校統合委員会」における協議の状況を、地域や保護者

の皆様にお知らせするために発行しています。 

 ９月１３日に開催した第９回統合委員会では、緑野小学校の「校章」「校旗」などについて協議

しました。今号では、その概要をお知らせします。 

 

 緑野小学校の校章について

は、前回の統合委員会で選定

した基本となるデザインと、

それをもとにアレンジした４点のデザインを比較しながら協議した結果、下図のとおりとすること

で意見を取りまとめました。 

 この校章は、今後、校旗や体育着などに幅広く使用される予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回の統合委員会では、緑野小学校

の校章がまとまったことを受け、校旗

についても協議しました。この結果、

校旗の形は一般的な横長のものとし、生地の色は緑色にすることで意見を取りまとめました。 
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緑野小学校の校章を選定しました 

校旗について協議しました 

                  【校章の説明】 

                   この校章は、統合する丸山小学校と沼袋小学校の子

どもたちや関係者などから広く図案を募集し、応募作

品の中から丸山小学校・沼袋小学校統合委員会での検

討を経て定められたものです。 

                   校章に描かれた葉は、緑野小学校に数多く植えられ

ている様々な樹木の葉を象徴しています。２枚の葉

は、丸山小学校と沼袋小学校の２校を象徴するもので

あり、地域と保護者という２枚の葉がまるで手のひら

のように学校をやさしく包んでくれていることを象

徴するものでもあります。 

緑野小学校の校章 
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 緑野小学校の教育目標や教育活動などについては、丸山小学校と沼袋小学校の両校で検討が進め

られているところですが、今回の統合委員会では、現時点での検討状況について報告があり、教育

目標などの案が示されました。概要は、次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 校歌の制作を依頼する専門家については、各委員より依頼 

してみたいと思う方などを提案してもらい、そこから事務局 

を通じて依頼することになっていました。 

 この結果として、作詞を『おかしのすきな魔法使い』『たんぽぽメッセージ』『未来へⅡ』などの

作品を手がけられた秋葉てる代氏に、作曲を『カモメを見た』『地球賛歌』『まわる宇宙船』などの

作品を手がけられた渡部節保氏に依頼し、快く引き受けていただいたとの報告を事務局より受けま

した。また、依頼にあたっては、丸山小学校・沼袋小学校の児童などから募集した「校歌の歌詞に

入れたい言葉」を参考としてお渡ししたとの報告もありました。 

 

 

 

 

※ 統合委員会の会議要旨は、区役所５階・教育委員会事務局学校再編担当もしくは教育委員会ホームページでご覧になれます。 

編集・発行：丸山小学校・沼袋小学校統合委員会 
事務局：中野区教育委員会事務局学校再編担当 
TEL：03-3228-5548 FAX：O3-3228-5679 

次回の統合委員会は、 
来年１月下旬ごろ 
に開催する予定です。

校歌の制作を依頼しました 

緑野小学校の教育目標などの案が示されました 

《教育目標》 

○すすんで学び 表現する子 ○思いやりをもって 行動する子 ○明るく元気に 運動する子 

《めざす学校像》 

子どもが目を輝かせて学び、保護者・地域が温かく支え、教職員が熱意をもって指導にあたる学校

～学ぶ感動、集う楽しさ、支える喜び、働く喜びのある学校～ 

《めざす学校の実現のための具体的な教育活動》 

 教育目標の具現化のために、地域の人と社会および自然と協調しながら生きていくことができる

子どもを育てる教育活動を推進する。そのために、「学び合い」「かかわり合い」「きたえ合い」の

“３つの合い”をキーワードとし、以下のような取り組みを通して豊かな人間性を培っていく。 

■学び合い…高学年の交換授業 

■かかわり合い…子どもと教師の日、緑野サマースクール、読書活動、緑野小金管クラブ 

■きたえ合い…様々な運動 


